
愛媛大学ジュニアドクター育成塾
～ ～

実施機関名：愛媛大学

令和6年度連絡協議会 令和7年1月31日（金）



（0） 企画概要

本事業の目的
VUCA時代に対応できる未来の科学者の育成
→未来を切り拓く次世代ゼネラリスト育成プログラムの開発

１．単なる早修にとどまらず，超学際的内容でカリキュラム・マネジメント

Arts・・・単純な芸術のみならず文学や文化にも拡大

2．学力の3要素に最適化した育成システムの構築
知識・技能

思考力・判断力・表現力

学びに向かう力・人間性・・・コンサルテーションによるコーチング

Ｅ

Ｓ
Ｔ

Ａ

Ｍ
なぜを問う力、考える力、
表現する力、協働する力



（1） 第一段階プログラム実施状況
募集・一次選抜の状況

合計中3中2中1小6小5
269（102）14（9）25（10）37（18）67（28）126（37）R4年度
269（92）14（9）25（11）43（18）71（18）116（36）R5年度
216（89）12（9）29（14）44（18）60（20）71（28）R6年度

第一段階プログラム応募人数（学年・男女別人数）カッコ内は内数で女子

募集：チラシを作成し、県下の学校へ配布
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第一段階プログラム応募人数（地域・男女別人数）カッコ内は内数で女子





合計中3中2中1小6小5
46（24）7（6）10（6）5（2）13（7）11（3）R4年度
46（18）6（4）7（2）11（6）10（3）12（3）R5年度
43（20）3（3）7（3）12（6）10（3）11（5）R6年度

第一段階プログラム選抜人数（学年・男女別人数）カッコ内は内数で女子

選抜：独自に作成した思考力・提案力を問う試験を実施

募集・一次選抜の状況

（1） 第一段階プログラム実施状況



第一段階プログラム選抜人数（地域・男女別人数）カッコ内は内数で女子

大洲市
宇和島
市

八幡浜
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松前町東温市伊予市四国中央市西条市今治市松山市

1（1）1（0）2（1）1（1）1（0）3（2）3（2）2（0）5（5）27（12）R4年度
1（1）1（1）1（0）4（2）2（2）2（0）27（7）R5年度
2（0）2（1）2（0）1（1）2（2）2（1）6（5）23（9）R6年度



第一段階育成プログラム－実施状況 現時点での達成状況

実施会場担 当講 座 内 容実施日

愛媛大学愛媛大学ジュニアドクター育成塾実行委員会開校式 （講演会・説明会）7月27日

愛媛県立
とべ動物園

愛媛県立とべ動物園 教育普及課課長 池田 敬明 他
愛媛大学教育学部 教授 向 平和

動物園の役割について学ぼう！（研究倫理教育を含
む）

7月28日

愛媛大学愛媛大学教育学部 教授 佐野 栄岩石・鉱物の観察と結晶成長実験8月3日

面河山岳博物館
久万高原天体観測館
ふるさと旅行村

愛媛大学ミュージアム 教授 吉富 博之
愛媛大学SHIN-GS 研究員 橋越 清一
面河山岳博物館 課長補佐 矢野 真志
久万高原天体観測館 主事 重藤遼太朗
愛媛大学教育学部 教授 佐野 栄
愛媛大学教育学部 教授 向 平和

サイエンスキャンプ（希望者のみの参加）
8月22日～23

日

愛媛大学愛媛大学教育学部 准教授 中村依子ミクロの世界8月31日

松山市考古館松山市考古館 学芸員 小玉 亜紀子 他考古学： 古代の生活を科学しよう！9月7日

愛媛大学愛媛大学教育学部 教授 中本 剛磁気と電気のマリアージュ ～電磁誘導～9月14日

愛媛大学愛媛大学教育学部 准教授 秋山 敏行スケッチの描き方を習得しよう！9月28日



愛媛県
総合科学博物館

愛媛県総合科学博物館 学芸課長 久松 洋二博物館の企画展示に学んで楽しむ科学10月19日

愛媛大学愛媛大学大学院理工学研究科 教授 中原 真也ハイブリッドロケット10月26日

愛媛大学愛媛大学教育学部 教授 岡本 威明飲み物の糖度を測定してみよう！11月2日

愛媛大学愛媛大学大学院理工学研究科 教授 山崎 義徳数学ゲームにチャレンジ！11月16日

愛媛大学愛媛大学法文学部教授 水野 卓春秋戦国時代を 「統一」 しよう！11月30日

愛媛大学虹の森公園おさかな館 館長 恩田 勝也 他
移動水族館： おさかな館の生き物や四万十川の生き
物について学ぼう

12月14日

愛媛大学愛媛大学大学院農学研究科 准教授 阿野 嘉孝微生物を見てみよう！1月11日

愛媛大学愛媛大学教育学部 教授 大西 義浩マイコンボードを使ったプログラミングをしよう！2月1日

愛媛大学愛媛大学大学院医学系研究科 教授 薬師神 芳洋“がん”て何だろう？ そして治療は？2月15日

愛媛大学愛媛大学社会共創学部 教授 山本 智規ロボットの機構3月1日

愛媛大学愛媛大学ジュニアドクター育成塾実行委員会
閉校式 （研究成果発表会および受講証・修了証授与
式）

3月15日

第一段階育成プログラム－実施状況 現時点での達成状況

STEAMの「A」の定義：
「芸術，文化，生活，経済，法律、政治、倫理等を含めた広い範囲」



動物園

おさかな館 博物館展示観覧

考古館

ペットボトルロケットの作成 電磁誘導

飲み物の糖度を測定

ミクロの世界

微生物の観察

第一段階育成プログラム実施の様子



（2） 体制構築
－機関内外の協力体制の状況
学内体制

・次世代人材育成拠点（R4～次世代科学人材育成室⇒R6年度より）
ジュニアドクター

四国型科学技術チャレンジプログラム（Shin-GS）⇒早期育成型プログラム
えひめサイエンスリーダースキルアッププログラム

・愛媛大学ジュニアドクター育成塾実行委員会
教育学部主体で全学部から構成 月2回開催

・教育学部附属科学教育研究センター
効果の検証、成果の発信

・教育学研究科心理発達臨床専攻
学びに向かう力の評価・養成



学外体制

・愛媛県内社会教育施設
愛媛県総合科学博物館、愛媛県立とべ動物園、松山市考古館、
松野町おさかな館、面河山岳博物館、久万高原天体観測館

・愛媛県内教育行政
愛媛県教育委員会、各市町教育委員会

⇒連携協力会議（年2回開催）
・SSH校、自然科学教室、科学の祭典等との連携・協力

（2） 体制構築
－機関内外の協力体制の状況



全体研修：
ロイロノート・スクールやワイヤレスガイドシ
ステムなどのICT機器や受講生との連絡に
使用するSlackに関する研修

個別プログラム研修会：
個別のプログラム時に対応する上での基本
的な知識・スキルの習得

メンターによる通信の発行：
第1段階育成プログラムの講座について，
チーフメンターが通信を作成し，参加者の
感想などを共有

メンター一覧

（3） 指導内容・指導方法

学生メンター通信

メンター

2名教育学研究科

教育実践高度化
専攻

1名教育学研究科心
理発達臨床専攻

28名教育学部

8名理工学研究科

5名工学部

8名農学部

合計52名



（4） 第二段階育成プログラム

二次選抜の方法・評価基準

第一段階育成プログラム終了時に応募要領を提示
・研究計画調書の作成
・研究指導教員リストの提示

研究計画調書から指導教員のマッチング
コーディネータが指導教員案を作成し、実行委員会にて調整、審議

第一段階育成プログラムにおける評価の状況によって選抜の可否を決定

研究テーマや配属先を決めるプロセスや工夫

テーマ：受講生自ら設定したもの第一段階プログラムに関連したもの⇒実行委員とのマッチング、新規依頼、複数の指導体制



（4） 第二段階育成プログラム
－実施状況と現時点での達成状況（新規17名、継続10名）

指導教員研究テーマ性別学年

向 平和（教育学部）ほこりのかたまりの不思議に迫る女小学校6 年

中原 真也（理工学研究科）簡単に宇宙に行くには男小学校6年

阿野 嘉孝（農学研究科）藻による地球環境改善についての研究男小学校６年

岡本 威明（教育学部）農薬を使わず青虫からブロッコリーを守る男小学校6年

向 平和（教育学部）多肉植物の生態解明からSDGs貢献の可能性を探る女中学校１年

山本 智規（社会共創学部）日本の伝統的なからくりを用いた人力車の開発男中学校1 年
伊藤 弘和（紙産業イノベーションセン
ター）地球に企業に人に優しいプラスチック代替え品を考える男中学校 1 年

佐野 栄（教育学部）四国の岩石の研究 ～石から何がわかるのか～男中学校1年

中本 剛、佐野 栄（教育学部）地震による放射線の放出と人体への影響男中学校1年

山本 智規（社会共創学部）雨の日をもっと快適にもっとエコに女中学校1年

中村 依子（教育学部）メダカの効率良い産卵方法について男中等教育学校1年

大西 義浩（教育学部）プログラムによる自動運転システムの作成男中学校2年

阿野 嘉孝（農学研究科）蔵に住み着く菌の特徴は、蔵の温度・蔵の材質などに
よってどのように変わるのか女中学校２年

中村 依子（教育学部）実は！？のミジンコ研究女中学校2年

向 平和（教育学部）カタバミエキスの発芽抑制効果女中等教育学校2年

吉富 博之（愛媛大学ミュージアム）フジコナカイガラムシの被害を減らすために女中学校３年
北本 圭一（とべ動物園調査員）
向 平和（教育学部）

父曰く、「アカミミは言うほど悪くない」の真意を追う！ ～ニ
ホンイシガメとミシシッピアカミミガメの因果関係について ～男中学校３年

新規受講生



継続・2年目玉井 輝之（教育学部）論理回路を用いた生活の役に立つ装置の作成男中等教育学校1年

継続・2年目向 平和（教育学部）川へ流出するゴミの実態調査と保全に向けた取り組み男中学校1年

継続・2年目玉井 輝之（教育学部）洗濯物を雨から守る装置の検討男中等教育学校1年

継続・2年目岡本 威明（教育学部）マロウブルーティーの変色を防ぐ方法の研究女中学校 ２年

継続・2年目大西 義浩（教育学部）AIを活用した金魚水槽の状態の把握及び管理男中学校2年

継続・2年目向 平和（教育学部）
阿野 義孝（農学研究科）

微生物の働きを向上させる農地の条件の探索
―身近な微生物を知って役立てようー女中学校２年

継続・2年目中本 剛（教育学部）自然放射能と地質の関係女中学校3年

継続・4年目向 平和（教育学部）海浜植物の顕微鏡観察と現地調査～3年間の集大成～男中等教育学3年

継続・4年目阿野 嘉孝（農学研究科）なぜ醤油や味噌を醸造する蔵は暗いのか
～コウジカビと光の関係～女中学校 ３年

継続・2年目小玉 亜紀子（松山市考古館学芸員）
向 平和（教育学部）「古墳と土器」 ~土器からわかる土地の関係性男中学校2年

（4） 第二段階育成プログラム
－実施状況と現時点での達成状況（新規17名、継続10名）

継続受講生



（4） 第二段階育成プログラム

おむすび研究会の実施（R5年度より）
第二段階育成プログラム受講生の研究交流会の実施
・課題研究能力、プレゼンテーション技術の向上
・研究進捗状況の発表会

おむすび研究会の様子





（4） 第二段階育成プログラム
四国型次世代科学技術チャレンジプログラム（SHIN-GS）との連携による
早期育成型プログラムへの参加

19

昨年度は、８名の第二段階プログラム受
講生（中学生）が受講（今年度 10名）



早期育成型受講生10名には「受講証」を授与(2024.12.15)

（4） 第二段階育成プログラム



（5） 受講生の能力の伸長の把握と活躍状況

受講生の目標設定シート（自己評価シート）

毎回の講座終了時に自己評価を実施

・自己評価と結果

新規導入の評価（学びに向かう力）
・なぜを問う力、考える力、協働する力、表現する力を10段階で評価
・前回講座からの成長した点を自由記述により振り返り



第一段階育成プログラムにおける評価
・ふりかえりシートによる自己評価
・メンターによる受講生の観察とコンプリメントカードによるフィードバック





コンプリメントカード



第二段階育成プログラムにおける評価

各月の活動報告書および学会等での研究発表の内容、最終報告会の発表内容を評価⇒評価結果の事業評価への活用と受講者へのフィードバック，SHIN-GSへの推薦
◎研究活動ルーブリックの作成

昨年度は試行として
発表会後のみ実施

↓

実施結果を分析

↓

次年度は形成的評価として
定期的に実施



修了生の活躍状況の把握

・SNSの活用
修了生との関係を継続

・Shin-GSとの連携
連接を推進し、研究活動の継続と高校卒業以降の動向調査



（6） 波及効果および事業終了後の展開
・効果の波及・展開

本事業が県下の児童・生徒・教員に周知

定員の5倍を超える応募
多くの優秀な人材の発掘

第一段階プログラム講座内容を一般向けに展開
松山市考古館での講座、様々な高校生向け講座や課題研究事業

教員研修への活用
講座動画を公開（昨年度から試験的に実施）
講座内容の教育現場への提供

講座で使用する教具、教材の開発
大学生、大学院生の卒業・修了研究

・自立化・継続事業展開
次世代人材育成拠点の設置

全学を挙げて次世代人材育成を実施する体制の確立

資金の問題
学内資金活用とともに企業等との連携模索、受益者負担等も検討


